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（1）序
　1971年インゲボルク・バッハマン（1926－1973）はそれまでの長い沈黙を破って，長編小説『マリー
ナ』を出版し，続いて翌年5つの短篇集『同時に』（Simultan）を発表した。この中の一篇『湖への
三本の道』にはヨーゼフ・ロートの『カプチン教会の納骨堂』（1938）のフランツ・フェルディナン
ト・トロッタの息子フランツ・ヨーゼフ・オイゲン・トロッタ，従兄のブランコ，プランコの友人
マネス，この三人が登場する。
　バッハマンはこの作品の刊行直後，バルバラ・ブロンネンとのインタビューで，ロートのテーマ
を彼が物語を終えたところから再開したのかという質問に答えて，「そうです。私が彼のトロッタと
いう人物を再度取り上げたのには訳があります。それを続けようと思ったのです。ロートの『カプ
チン教会の納骨堂』ではトロッタが1938年にドイツ人が侵入した時，彼の世界が崩壊したことを知
るところで終hっています。トロッタの息子をロートがパリに亡命させていることは，はっきりし
ています。そこで私はこう考えたのです。この若いトnッタにその後何が起きるだろうかと。わた
しの場合には，彼の人生はその先の50年代に入ってます。物語の中で私はそれを抜粋して描いたの
です」（GuIS．121）と述べている。彼女がロートの小説の続編を書こうとしたことは明らかであるが，
「抜粋して」トロッタの人生のひとこまを描いたと語るように，物語の中ではトロッタは主人公とし
て登場するのではなく，ヒロインである報道カメラマン，エリーザベト・マトライとの交流の中で，
他の二人と共に脇役として登場し，彼女の人生に重要な役割を演じるのである。
　バッハマンとロートの作品との出会いには二つの偶然が作用している。ひとつはロート・ルネッ
サンスと呼ばれた1966－1975年のロート受容期との遭遇である。Michael　Kehlmannによる『ラデツ
キー行進曲』の映画化（1965）に続いて，トロツキーをモデルにしたといわれる『沈黙の預言者』（1966）
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とファシズムを予言した『蜘蛛の巣』（1967）の初版，ジャーリスト時代の寄稿論集『新しい日』（1970）
の出版が続く。更にこの時期には各地の文学論議でロートが取り上げられ，又彼の全集の編集者で
あり，親友でもあるヘルマン・ケステンはロート書簡集を1970年に刊行した。バッハマンがケステ
ンと1950年代始めに知り合い，二人の交流が彼女の事故死まで続いたことが二つ目の偶然である。
ムージルやヴィトゲンシュタインへの彼女の傾倒はよく知られているが，この二つの偶然が彼女を
ロートの作品に近付けたことは充分推測できる。バッハマンはケステンには以前から『カプチン教
会の納骨堂』の続きを書くつもりだと打ち明けている1）。『カプチン教会の納骨堂』のラストシーン
は「Wohin　soll　ich，　ich　jetzt，　ein　Trotta？」（KGS．129）という問いかけで終わるが，『湖への三本
の道』がこの作品の続編であるなら，彼女はその中でトロッタの問いにどんな答えを用意している
のか。そして彼女は物語が提示した時代をどう読み，どう描いたのだろうか。
　②地形からの出発
　バッハマンはこの物語の中でロートの作中人物との接点を，空間，時間，人物の相関関係2）の三点
に置いていることが分かる。空間，つまり場所の設定は人物の素性，生まれを示唆し，人物に関わ
る出来事は必然的に歴史的時間との繋がりを惹起する。バッハマンはまず舞台として地図上の一点
を指定して，「湖への三本の道』を次のイタリック体の序文から始める。
Auf　der　Wanderkarte　ftir　das　Kreuzberglgebiet，　herausgegeben　vom　Fremdenverkehrs－
amt，　in　Zusammenarbeit　mit　dem　Vermessungsamt　der　Landeshauptstadt　Klagenfurt，
Auflage　1968，　sind　10　Wege　eingetragen．　Von　diesen　Wegen　fUhren　drei　Wege　zum
See，　der　Hδhenweg　1　und　die　Wege　7　und　8．　Der　UrSprung　dieser　Geschichte　liegt　im
Topographischen，　da　der　Autor　dieser　Wanderkarte　Glauben　schenkte．（S．394）
「クVイツベルグル地方の観光局が州都クラーゲンフルトの土地登記所と協力して発行し
た1968年度版のハイキング用地図には10本の道が記載されている。これらの道から湖へ通
じているのは三本の道，1番の山道と7，8の道である。筆者はこのハイキング用の地図を信
じているので，この物語は地形的なものから生まれた」
　地形が物語の発端になったと作者は冒頭で述べている。この物語の舞台はオーストリアの南，湖
水の町ケルンテン州の州都クラーゲンフルトである。『マリーナ』では〈わたくし〉が「夏になった
ら，田舎へ出かけたい，ザルツカンマーグートかケルンテンあたりへ」（3，S．96）と語っているよう
に，古くから文化人が訪れる夏のリゾート地として知られる。クラーゲンフルトの西には東西16km
にわたって広がるヴェルター湖がある。エリーザベトはパリでの仕事上のトラブルや対人関係に疲
れ，休暇を取り，ロンドンで弟ローベルトの結婚式に参列した後，父の待つ故郷へやって来る。故
郷での毎日はクロイツベルグルの山道をヴェルター湖へ辿り着く道を探索することに費やされ，物
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語は山道を歩きながら過去の出来事と人々との出会いや別れの回想シーンで綴られる。彼女が過ご
した場所はクラーゲンフルト，ウィーン，ニューヨーク，パリであり，それぞれの地にはそれぞれ
の人々との記憶が確実に残っている。今もパリには21才年下の恋人フィリップを置いてきている。
しかしその思い出の場所も元はといえばこの地形と深い繋がりがあるのだ。
エリーザベトはなぜかどの道からも湖へは辿り着くことができない。仕方なく山頂から湖を眺め，
遙か彼方に視線を向ける。
Sie　schaute　auf　den　See，　der　diesig　unten　lag，　und廿ber　die　Karawanken　hinUber，　wo
geradewegs　in　der　Verlangerung　einmal　Sipolje　gewesen　sein　muBte，　woher　diese
Trottas　kamen　und　wo　es　noch　welche　geben　muBte，　denn　einmal　war　dieser　httnen－
hafte　fr6hliche　Slowene　zu　Trotta　gekommen．（S．422）
「彼女は下の方にぼんやり横たわる湖を，そして遙か彼方のカラヴァンケンを眺めた。その
まっすぐ延長線上には昔トロッタたちがやって来たジポーリエがあったに違いない。そし
てそこにはまだどんな人々がいるのだろうか。なぜならかつて巨人のような楽しいスロヴ
ェニア人がトロッタのところへやって来たのだから」
しばしばバッハマンが自分の故郷について「クラーゲンフルト…　　国境に近い，私たちが三国の
角と呼んでいる，スロヴェニア人，イタリア人，そしてドイツ語を話すオーストリア人の間に位置
する地域」（GuIS．81）と語るように，ここは国境にほど近いところにある。今エリーザベトはクロイ
ツベルグル山頂から湖越しに遙かスロヴェニアの方角を見ていることがわかる。そのずっと先には
戦争の度に人間によって幾度となく国境は書き替えられ，国名は変わったが，常にスロヴェニアが
ある。そこには昔と変わることなく「楽しいスロヴェニア人」プランコのような焼栗売りが，農民
が，そして狩人が暮らしているに違いない。バッハマンはこの山頂から出発し，かつて存在したこ
とのあるジポーリエを，そこをルーツとするトロッタとプランコを，そしてガリチアのズロトグロ
ートからはマネスを，エリーザベトの記憶の中から次々に呼び醒ます。
　③ロートの描くジポーリエとズロトグロート
　バッハマンを論じる前に，そのPratextであるロートのトロッタ小説3｝の中でジポーリエとズロト
グロートがどんな場所として描かれているのか少し見ていきたい。
「トロッタ家は新興の家柄だった。彼らの始祖がソルフェリーノの戦い（1859年）の後貴族という位を
授かったのである。彼はスロヴェニア人だった」（㎞S．7）と，ロートの「ラデツキー行進曲」はト
ロッタ家三世代の物語を語り始める。トロッター族はスロヴェニアの田舎ジポーリエの出身，文盲
の百姓の生まれである。戦争で偶然皇帝フランツ・ヨーゼフの命を救うという祖父の功績によって，
ヨーゼフ・トロッタ・フォン・ジポーリエと村の名前が貴族の称号として彼に贈られた。この瞬間
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からジポーリエがトロッタの代名詞となり，「トロッタを名乗る限り絶えず皇帝の生命を救ってい
る」（RmS．71）ことになる。孫のカール・ヨーゼフにとってジポーリエという名前を構成しているの
は，君主国の皇帝であり，祖父の遺産なのである。しかしこのオーストリア君主国の最南端の国か
ら『ラデツキー行進曲』の主人公たちは皆一様に遠く離れる。ソルフェリーノの英雄は舅の領地ボ
ヘミアの地でまるで「スロヴェニアの小百姓になって」（㎞S．17）隠遁生活に入り，父はモラヴィア
の小さな都市で郡長として生涯を送り，カール・ヨーゼフも祖先の地からの乖離という運命を辿る。
だがジポーリエとの距離が，時間が，世代が遠ざかるにつれて，彼にとって一度も訪れたことのな
い空想上の空間は，益々イメージの世界へと変化し，更に古き良き時代と結びついて，様々な民族
が自由に共存した象徴的な理想郷として神話化される4）。それはカール・ヨーゼフにとって「眠って
いる最中でも彼にはジポーリエを見つける」（RmS．114）ことのできる憧憬の地であり，祖先たちの
長い連鎖が彼に遺したたったひとつの徴であった。しかし彼の強い願い，たとえ出世と引き替えに
してもジポーリエに赴任したいという願いは退けられて，その代替地として「スロヴェニアの北の
姉妹都市」（㎞S．124）である，君主国の東の最果ての地ガリチア5）が軍によって選ばれる。国家とい
う権力によって無理やり過去の思い出から切り離された時，その過去は時に幻想的に変形し，神話
化し，意識の中で絶対なものへと転化させられることがある。彼の心の中でも次第にこのジポーリ
エという虚構的な過去が育まれていく。そしてガリチアで退役し「ジポーリエの百姓であった，名
もない，見知らぬ祖先のように」（RmS．303）暮らし始め，いまだかつて味わったことのないひとと
きの平和を見いだす。彼の意識の中では次第にジポーリエへの諦めと同時に，ガリチアとジポーリ
エの同一化が生まれる。しかしこの見かけの平和とは裏腹にガリチアの地では帝国の崩壊の兆しが
顕著で，「君主国は生きながらにして崩壊している」（㎞S．158）とトロッタの友人ホイニツキは語
り，戦争は始まる前からこの国の終わりを意味し，やがて皇帝の死が帝国を百もの部分に分裂させ
るだろうという。そして「夏の最中にもう雁が銃声を聞きつけ」（㎞S．304）早々と南へ飛び去るよ
うに，ここは帝国のどこよりも敏感に君主国の崩壊を感じ取る場所として描かれる。
　『ラデツキー行進曲』と時代の重なりがある「カプチン教会の納骨堂』ではジポーリエからは従
兄のブランコが，そしてガリチアのズロトグロートからはユダヤ人マネスがウィーンのフェルディ
ナント・トロッタを訪れたのは，1913年のことであった。その翌年トロッタはマネスの招きでズロ
トグロートを訪ね，そこで戦争の始まりを知る。この物語ではジポーリエとズロトグロートの近親
性はより明確に語られる。17才の頃一度だけ父に連れられてジポーリエを訪れたことのあるフェル
ディナントにとってガリチアの駅，停留所，馬車，門番どれをとってもジポーリエと同じ風景
（KGS．34）だと感じる。彼はズロトグロートを「ジポーリエと同じように寛げ，ジポーリエと同じよ
うに故郷」（KGS．36）だという。ここでは風景，耕地，小屋，カフェー，その全てが，そしてあらゆ
る血統の民族，家系が，精神という強力な自然法則によって完全に支配され（KGS．36），いわば多民
族の理想郷を思わせる。そしてホイニツキに「オーストリアの本質は中央にあるのではなく，その
周辺にある。オーストリアの実質は王室直轄地によって養われ，絶えず満たされている」（KGS．19）
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とU一トは語らせる。ガリチアは君主国の故郷である中央ウィーンという「高慢な頽廃した都」
（KGS．23）の対極にある周辺部という中央を養う役割に甘んじる。この中央ウィーンとの対立は人
物像にも投影され，いわゆるデカダンスを標榜する上流社会に属するトロッタの友人たち，それに
対置して描かれる素朴で，友好的で，しかも燗眼な（KGS．44）プランコとマネス。トロッタは次第に
ズロトグロートに，マネス，プランコに心惹かれる。だが物語の冒頭で既にその地名「ジポーリエ
はもう無い。ずっと以前からもう無い。…　それは時代の要求なのだ」（KGS．11）と語られるよう
に，第一次大戦後この村は近隣の村々と併合され，大きな村の誕生と共に，ジポーリエという名前
はもはや人々から忘れ去られ，ズロトグP一トも同じ運命を辿る。
Er　stammte　aus　Zlotogrod　in　Galizien．＿Es　erscheint　deshalb　wichtig，　weil　es　nicht
mehr　existiert，　ebensowenig　wie　Sipolje．　Es　wurde　namlich　im　Krieg　vernichtet．　Es
war　einst　ein　Stadtchen，　ein　kleines　Stadtchen，　aber　immerhin　ein　Stadtchen．　Heute
ist　es　eine　weite　groBe　Wiese．（KGS．25）
「彼（マネス）はガリチアのズロトグロート出身だった。…　それはジポーリエ同様もは
や存在しないが故に，私には大事だと思えるのだ。つまりそこは戦争で破壊された，かつ
てはひとつの町，小さな町であり，少なくとも町ではあったのだ。今では広大な草原であ
る」
この文章には語り手であるフェルディナント・トロッタの失われてしまった町，かつては故郷ジポ
ーリエと同一視した町への大きな愛惜の想いが感じられる。この二つの失われた町の運命はトロッ
ター族の運命であり，ハプスブルク帝国の姿でもある。Zoran　Konstantinovi6は「もはや存在しな
いジポーリエ出身のトロッタの運命は，同じようにもはや存在しないハプスブルク帝国の歴史の一
部であり，ジポーリエはトロッタにとっての精神的避難所として，過去に向けられたユートピアと
して象徴化される」6）と語るが，カール・トロッタの祖父が皇帝の命を救ったことに始まり，その後
は皇帝の恩恵によって保たれてきた一族の歴史は当然，皇帝の死とともに崩壊する。だがジポーリ
エというトロッタ所縁の地名は，存在しないからこそ大事な，記憶に残すべきものとなるのだ。
　ロートはスロヴェニアとガリチアによって王室直轄地の周辺世界を特徴づける。周辺世界とはウ
ィーンという中央部に対して，より世界の動きに敏感な場所としてだけでなく，様々な民族の共存
可能な自由空間としてロートはイメージする。トロッター族はスロヴェニア，ボヘミア，モラヴィ
ア，ガリチアと転々と周辺世界を移動し，君主国という輪郭の中で，無抵抗のまま，強力で，目に
見えない存在によって破滅へと導かれる運命を強いられる。直接の破滅の原因は戦争であるが，根
本的にはむしろ皇帝の死が皇帝の命を救ったという祖父の遺産を無価値なものにしてしまったこと
にある。ジポーリエとズロトグロートは同じ周辺部という土壌にあって，一方では主人公たちによ
って同一視され，合わせ鏡のような存在ではあるが，他方ロートの描き方には明らかな相違がある。
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ジポーリエはそのひびきだけでカール・ヨーゼフの頭の中で「美しい村，素晴らしい村」（RmS．61）
として蘇り，次第に理想化された空想の空間に限りなく傾き，『カプチン教会の納骨堂』のフェルデ
ィナント・トロッタにとってもそれは無条件に懐かしく，郷愁を誘う「詳細な思い出の中にあるジ
ポーリエ」（KGS．33）なのである。ロートはジポーリエについての具体的な描写を避け，あくまで想
像の空間として，反対にガリチアはカール・ヨーゼフの勤務地として，またフェルディナント・ト
ロッタが訪れた場所としてリアルに描写する。ガリチアは一方ではロシアとの国境にあって，「自然
が国境の人々のまわりに無限の地平線を作る」（RmS．125）自由な空間として，他方第一次世界大戦
開戦当初のガリチア戦の戦場として崩壊の現場となる。つまりジポーリエは祖先と思い出に繋がる
象徴的な場所であり，ガリチアは自由と崩壊を同時に体験した現場なのである。しかし二つの場所
は新しい共和国の誕生による新しい国境に切断され，スロヴェニアはセルヴィア人・クロアティア
入・スロヴェニア人王国（1931年ユーゴスラヴィアに改称）へ，ガリチアはカーゾン線によってポ
ーランドとソヴィエトに分割され，共和国からもウィーンからも切り離されてしまう。そしてその
地名ジポーリエとズロトグロートは「もはや存在しない」世界として第一次大戦後の時代の要求に
従うのである。
　（4）バッハマンにおけるジポーりエとズロトグロートの役割
　バッハマンの『湖への三本の道』ではロートの「もはや存在しない」世界の中に，失われた過去
や故郷を探し求める傾向は見られない。
．．．sie　suchte　wieder　eine　nicht　mehr　existierende　Welt，　da　ihr　von　Trotta　nichts
geblieben　war，　nur　der　Name　und　einige　Satze，　seine　Gedanken　und　ein　Tonfa11．
（S．429）
「トロッタからはただ名前といくつかの言葉，彼の考え方と口調以外に残されたものは何
も無かったので，再び彼女はもはや存在しない世界を捜した」
エリーザベトには過去の，それも1914年以前のオーストリア帝国へのノスタルジックな感傷はここ
には見られない。彼女と失われた世界を結び付けているのはトロッタである。彼女が捜し求めてい
るのはかつてのトロッタの姿であるが，今はただ南の方から彼の声だけが聞こえる（S．429）気がす
るだけである。バッハマンはロートの「もはや存在しない」世界を登場人物の暗号として機能させ
ている。彼女はまず場所の設定をして，その場にロートの作中人物を呼び出す。ジポーリエがトロ
ッタを呼び出したように，続いてガリチアのズロトグロートはマネスを呼び出す。
Nein，　ein　falscher，　sagte　er　befreidigt，　aus　Zlotogrod，　Galizien，　und　obendrein　gebe
es　diesen　Ort　gar　nicht　mehr　，．．．　（S．436）
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「いいえ，偽の（フランス人）です，と彼は満足気に言った。ガリチアのズロトグロート生
まれです。おまけにこの場所ももう全く存在しないのです」
エリーザベトは初めてのトロッタとの「大いなる愛」（S．415）の「ひとつの終わりにやって来て，同
時に始まり」（S．436）にやって来たマネスのズロトグロートという地名に惹かれる。彼女にとってこ
の地名はトロッタの死という永遠の別離と，マネスによるその悲しみからの復活の証を意味する。
しかし彼女には地名の持つ本当の意味を彼に伝える機会はなかった（S．440）。マネスからの予期せ
ぬ一方的な別れという，彼女にとって決定的な挫折が続いたからである。
そして最後の登場人物プランコはジポーリエから呼び出され，エリーザベトとの偶然の再会の舞台
はウ／一ン空港に移される。
．．．dieser　Branco，　einer　von　denen，　die　in　Jugoslawien　geblieben　waren，．．．aus　jenem
Sipolje，　das　es　nicht　mehr　gab，＿．（S．474）
「ユーゴスラヴィアに残っていたうちの一人であるこのプランコは…　もはや存在しない
あのジポーリエ生まれの…　」
プランコだけが当時はユーゴスラヴィア，現在はスロヴェニアの首都リュプリャナに住んでいる。
エリーザベトはパリへの帰路であり，プランコはモスクワへの往路であるウィーン空港ロピーでの
一瞬の再会，そして突然のプランコの愛の告白。この国境通過地点もまた，そこが治外法権ゾーン
だということで，ユートピア的な性格を持つのだとAlmut　Dippelは述べる7）。ウィーンについてバッ
ハマンは「自伝」でこう述べる，「それは再び境界にある故郷となりました。つまり東と西の偉大な
過去と暗い未来との間にある」（4，S．301）都市であると。ウィーンは東と西の境界であり，東のブラ
ンコと西のエリーザベトはここで出会い，そして其々の国へと別れてゆく。その出会いと別れの瞬
間に愛のユートピアが生まれる。彼女がパリでフィリップの裏切りを知った時，思い出したこの愛
の告白，しかしそれはユートピアという決して実らない愛なのである。エリーザペトはブランコと
の出会いによって愛が充たされ，同時にロートの周辺世界の輪を閉じるとDippe1は述べる。ロートの
小説は，トロッター族の発祥の地ジポーリエに始まり，ウィーンに終わるが，ブランコ・トロッタ
はスロヴェニアに，たとえ今は国名が変わり，ジポーリエが消滅していようとも，その地に帰るこ
とで出発点に戻り，これがロートの「Wohin～」へのバッハマンの「ジポーリエへ帰る」というひと
つの答え8）なのだという。果たしてバッハマンが用意したのはこの答えなのか。
　バッハマンの場合にはジポーリエもズロトグロートも始めから「もはや存在しない」場所として，
はっきり距離を置いている。『湖への三本の道』においてこの地名はロートの登場人物を現代に呼び
出す役目を担い，もうひとつの役割は，エリーザベトが何度も山頂からスロヴェニアを眺めること
によって，かつてのジポーリエを今のクラーゲンフルトと，同じ周辺地域としての性格を持つもの
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として重ね合わせることにある。スロヴェニアとガリチアはハプスブルク時代にはウ／　一一ンから直
接支配された君主国の南と東の最周辺部に位置し，そしてクラーゲンフルトは今なおウィーンから
見た現在の周辺部なのである。周辺部とは他国への接点であり，同時に分離点という両義的な特性
を持つ場所であり，微妙で繊細な地点としてのトポスである。エリーザベトは「彼らにとって世界
中至る所が異郷だと感じさせたものが，この繊細さである。何故なら彼らは周辺地域からやって来
たのだから」（S．399）と考える。彼らの精神，感受性，振る舞い，その全てがこの地域の持つ繊細
さから発していると彼女は言う。それは戦争の度にどこで国境線が引かれ，どの国に帰属するのか，
不明確で不安な立場を体験した者にしか理解できないのだと。そしてモラルもここに由来している
のだと、次のように述べる。
．．．das　war　ihre　Moral，　denn　ihre　Moral　kam　von　hier　und　nicht　aus　Paris　und　hatte
nichts　zu　tun　mit　New　York　und　kaum　etwas　mit　Wien．（S．445）
「…　それはモラルであった。なぜならモラルはここから生まれ，パリでもなく，ニュー
ヨークとは関わりなく，ウィーンとは辛うじていくらか関係があった」
偉大な過去「この憎まれ，愛された，無意味な大帝国」（S．445）にあったモラル。たったひとつエリ
ーザベトに否定できないもの，それがモラルだという。モラルとは文化伝統に埋め込まれたもので
あり，バッハマン自身この伝統，過去の文化を担う使命を認識しているのだろう。1971年のインタ
ビューに答えて「オーストリアが既に存在しない時に，私は生まれました。地下では横の連絡がい
まだにあって，もはや存在しないこの国によって私の精神形成が作られました」（GuIS．79）と述べ，
更にその感情は漠然としたものかと問われて，「いいえ，私に絶えず大きな役割を果たしてきた，長
く，偉大な歴史や文学に私は特別な親しみを持っています」（GuIS．79）と語る。バッハマンが自ら名
付けた“オーストリア家”との繋がりはまだ存在し，その土地に生まれた者として伝統への自覚を
促す。しかしここでは既にバッハマンはU一トの世界という記憶の甦りではなく，現実の覚醒した
世界に戻っており，もはやジポーリエもズロトグロートも登場しない。エリーザベトが呼び出そう
としているのは「もはや存在しない」過去と隔絶された，彼女自身が実際に暮らしたことのある都
市の名前なのである。
　（5）1968年の出来事
　バッハマンは周辺部というロートと同じ基盤に立って，クラーゲンフルトの地形から彼の小説空
間を結びつけ，彼の作品を過去の遺物として神話化するのではなく，むしろ作中人物を自らの作品
に蘇らせ，語らせた。ロートの世界は「新しい現実を確保」9）し，「新しい価値を与え」（GuIS．60）ら
れた1°）。ロートの作中人物はエリーザベトに初めての愛，失恋の挫折と理想の愛の形という三つの愛
を体験させた。加えて彼女のトロッタ像には主人公が「フランツ・ヨーゼフ」とVornameで何度も
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彼を呼ぶことからも，この伝統的な名前に象徴される過去のオーストリアの暗喩という意図が窺え
る。しかし続けてこの地形から呼び出したのは現在のウィーンであり，パリ，ニューヨークである。
バッハマンにとって本当に描きたいものは「もはや存在しない」世界へのレクイエムではなく，今
この現実に直面した世界であろう。彼女にとって問題なのは，世界の現在の破壊であり，その実態
にどう迫るかである。地形と並んで序文の「Auflage　1968」という提示からも，バッハマンの物語
が生み出された時間への喚起を見逃してはならないのである。更に『同時に』という作品群のキイ
ワードである“同時性”あるいは“共通性”がこの物語のある歴史的な次元を提示する。Dippelは「こ
の序文は地理的な意味だけではなく，1968年という日付にある」11）と，この時点から物語が描かれて
いると述べるように，『湖への三本の道』だけではなく，作品群全体が1968年のモチーフ，歴史とい
う長い視点で見れば瞬間的な出来事の集約で綴られているからである。現在は現在として，過去は
過去として描くことだけでは語れない「何か」がある。それはむろん現在という捉えがたい瞬間で
あろう。この「何か」とはバッハマンが文学の課題とした「自分の生きている時代を再提示するこ
と」（4，S．196）に通じる。しかし現在は過去を抜きにしては語れない。バッハマンはロートの小説を・
過去の歴史の一部と見倣し，彼の示した過去の習得とその克服の上で，歴史の方向転換「どうした
らまだなんとか世界を変換できるか」（3，S．103）というひとつの賭けを提示する。
　次にこの作品群にバッハマンが提示した1968年という時代の出来事を作品の中から拾い出してみ
た。まず，作品群と同じ表題を持つ『同時に』では主人公の同時通訳者ナジャと恋人の「実際に二
人とも，世界でこの日に起こり，全てが変わり，益々絶望的になっていることに関わりがなかった」
（S．296）というこの日の出来事とは，1968年8月にチェコスロヴァキア全土がワルシャワ機構軍の占
領下に置かれたことを指している12）。いわゆる「プラハの春」であり，プラハで起こった民主化の運
動をソ連が武力介入して制圧した事件である。「プラハの春」はチェコ人とスロヴァキア人の対立を
集約してみせ，この事件以降もソ連軍はボヘミアに軍隊を駐留させた。
『問題また問題』ではベアトリックスが美容院の雑誌で「今はオナシス夫人であるジャクリーンは，
機会に応じていくつもの蔓を持っている」（S．336）と，ジャクリーンとギリシャの海運王との結婚式
の記事を読む。この結婚式は1968年10月に行なわれたが，同じ年の6月には義弟のロバート・ケネデ
ィ，その5年前には夫ジョン・F・ケネディが暗殺された。次の『彼女の幸運な瞳』では近眼のミラ
ンダが，矯正したばかりの眼鏡で「不具の子供や小人，或いは切断された腕の女性」（S．355f）たち
を偶然目撃する。彼女が見たのはサリドマイドの被害者たちである。これは1968年5月に開かれた西
独のサリドマイド13｝裁判や1966年の「先天性異常に関するシンポジウム」を暗示させる。サリドマイ
ドは西独の製薬会社の睡眠薬が4－5千人もの奇形児を生んだ事件だが，このドイツでの裁判は1970年
に終決する。最後の『湖への三本の道』ではエリーザベトは「（パリの）1968年5月の日々に，若さ
や攻撃性，優雅さといったもの全てをすっかり使い果した」（S．429）フィリップと出会う。その頃の
彼は自己憐欄という病を患っていて，エリーザベトとの出会いが彼を救った。しかし2年後の彼はも
う体制側の金持ちの娘と結婚しようとしている。1967年から68年にかけてイタリアや西ドイツなど
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西欧諸国で頻発した大学紛争は激化の一途を辿り，パリの五月革命において頂点に達した。パリ大
学に端を発した学生運動は労働者と連結し，ゼネストを行い，フランスの社会危機となった。だが
今のフィリップを見て「（彼の）どこにあの五月が残っているというのか」（S．486）とエリーザベト
は疑念を抱く。1968年は他にも，例えば中国では1966年に始まった文化大革命の盛んな時期であり，
この政治，思想闘争は後に1976年の天安門事件へと発展する。第二次大戦後世界の至る所に紛争や
殺人事件，暗殺，戦争，革命があり，その中心に二つの大きな戦争，アルジェ戦争とペトナム戦争
がある。アルジェ戦争は1962年アルジェリアのフランスからの独立で既に終決しているが，1968年
に限定しても，この年国際ベトナム会議がベルリンで開かれ，街頭ではベトナム戦争反対の大規模
なデモが行なわれていた。ベトナム戦争には自由志願という形で数多くの西ドイツ空軍操縦士や兵
士が参加し，1964年にはドイツから第一陣がサイゴンに到着し，アメリカの制服を着て，アメリカ
の飛行機で，南ベトナムの村落や北ベトナムを爆撃した。1965年から1968年にかけてはアメリカ軍
の大量投入とテト（旧正月）攻勢の対立という大きな転換点であり，1968年の米軍によるソンミ村
の虐殺によって反戦世論が最高潮に達した時期でもある。ベトナム戦争のモチーフはこの作品群の
中でもいくつも見る事が出来る。「同時に』ではナジャの恋人はFAO（国際連合食料農業機関）勤
務であり，ジュネーブの軍縮会議の指摘（S．286）は1954年のベトナム暫定的軍事境界線の設定が取
り交わされたジュネーブ協定を連想させるし，又『問題また問題』でのヒッピーの記述（S，323）は
1968年ミュンヘンで初演された，ドイツ語版によるプロードウェイのミュージカル「ヘアー」を暗
示する14｝。これはベトナム戦争当時のグリニッチ・ビレッジを舞台に，体制とベトナム戦争批判をピ
ッピーたちのロック音楽で，新時代の価値観を示した。更に『彼女の幸運な瞳』のサリドマイド奇
形児はベトナム戦争でのアメリカ軍が散布した枯葉剤による奇形児の記憶とも連動する。『湖への三
本の道』では主人公は今サイゴンの取材依頼を受けており，更にジャン・アメリーのエッセー『拷
問1（1966）への言及（S．421）がある。これはアメリー自身のナチ体験と併せて，当時のベトナム戦争
の報道写真がきっかけであることはいうまでもない。
　『ラデツキー行進曲』では1914年が，『カプチン教会の納骨堂』では1938年が重要な年であるよう
に，ロートの提示した時代を援用して，バッハマンの作品群では1968年は決定的な年といえよう。
マリーナが「戦争と平和というものは存在しない」（3，S．185），この世界には戦争だけがあるのだと
述べるように，1968年の世界に目を向けると，ベトナム戦争を中心としてどこもかしこも争いだら
けである。彼女が「規定演技」（GuIS．99）と呼ぶ，戦争という世界の出来事を証言することだけがバ
ッハマンの主旨でないことは確かである。しかしこの時代の根底にある事実に全く触れることなし
には，この作品群において想像の翼を広げることは出来ない。時代という問題について「優れた作
家が問題の裏面に目を向け，本当の問題が何であるのか発見してきた」（GuIS．61）とバッハマンは答
えたが，ではオーストリアの1968年という時代を彼女はどう捉えていたのだろうか。
⑥オーストリアにおける1968年の意味
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　『湖への三本の道』では1914年の事件はエリーザベトの父の「最後の旅行は一人で，70才の時サ
ラエボへ」（S．442）という事実で暗示される。そして「トロッタは根本的に父と同じ」（S．467）だと
彼女は父とトロッタの姿を重ね合わせ，父が1938年は時代の転機だというのは歴史の誤りであって，
断絶はずっと以前にあったのだと，っまり彼の世界は1914年に決定的に破壊されていたのだ
（S．454）と語っていたことを思い出す。父は1914年から始まる戦争はサラエボのオーストリア皇太
子夫妻暗殺という由々しき事件の結果であると言い，「1914年7月に始まった狂気が文化と文化的思
考の破壊を招いた」（2，S．279）とバッハマンは語り，『マリーナ1ではセルビアへの最後通牒が「数
百年にわたってあやうげな存在になっていた世界を変化させ，廃嘘にしてしまった」（3，S．97）と主
人公が語る。第一次世界大戦によってこれまで永続的なものと考えられてきた王政の独裁制という
過去と完全に断絶したのは，オーストリアとロシアだけである。他のヨーロッパ人にとっては，第
一次世界大戦の結果がどれほど悲惨な影響を与えたにしろ，歴史のひとつのエピソードにすぎない。
しかしロシアではロマノブ王朝が，この国ではハプスブルク体制という無窮であるべき社会体制と
権力構造が瓦解したのである。その衝撃に比べれば1938年はただ単にこの続きとしての君主国の精
神的世界の終末を確実にしただけにすぎない15）ではないのか。時の流れの中で継起する出来事には
原因と結果という因果関係が隠れている。この帝国では1914年の暗殺事件がその後の全ての出来事
の原因であって，1938年の出来事は不可避な単なる結果にすぎないというのである。そしてその30
年後のオーストリアは1914年の最終的な帰結の年，つまり1914年や1938年といった歴史的な出来事
からも脱落した，政治的にも無風状態16》にあるのだという。オーストリア経済は67年の不況を脱し68
年には急速な伸びを見せた。しかし外見的に安定したこの国は，無風という様々な緊張を内部に孕
んで，オーストリアの精神的風土を終了したのである。1968年の現実は「もうなんの歴史的場面の
舞台にもならなくなったこの場所」（3，S．96）から眺めると，この国を除いて世界は争いだらけであ
る。この国ではやっと崩壊という過去の暗い記憶を，そのあまりの暗さ故に忘れてしまおうとでも
して，その上を無風という蓋で覆ってしまったかに見る。いや確かにウィーンでも学生運動の余波
は波及し，新左翼は芽生えた。ただSchmidt－Denglerが述べるようにそれも「ひとつの決起や変化，
論議はあったが，町全体を駆け抜けるような変化」17｝は，なかったのである。
この小さな国は「誇張して言えば，既に歴史から離れ，強力な，途方もない巨大な過去を持つ国」
（GulS．64）だとバッハマンは語り，エリーザベトは冥府の延長上（S．399）に属していると語る18》。マ
トライ姉弟は〈過去の遺物〉である父とは異なり，外国へ避難することによって，初めて他の国の
人々と同じように働く事が出来そして弟はイギリス人との，姉はアメリカ人との結婚によって自
分の所属を確かなものにした。なぜなら彼女にはこの国がもはや彼らを必要とせず，マトライ家は
ここでは滅びることが判っているからである（S．399）。こうしてみるとバッハマンが祖国を「もはや
存在しない」ジポーリエやズロトグロートと実質的に同一線上にある，ヨーロッパの中央にありな
がら世界の出来事から離脱した，いわば世界の周辺地域として描いていることが分かる。そして彼
女のいうオーストリア家との繋がりは，精神的な過去の「もはや存在しない」国に求めざるをえな
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い。
　1968年のオーストリアにあるのは世界各地の戦場の替りに，人々の現実拒否や行動放棄である19》。
バッハマンはこの現象の歴史的な制約についてインタビューの中で，これはかつての大帝国の崩壊
の体験が今だに尾を引いてるからだと述べる（GuIS．106f）。国の崩壊を体験した者の感覚は無意識
に，メランコリーやペシミズム，時には悪意のこもった判断や運命論的な態度へと行き着くのだと
いう。しかし「この昔の歴史の実験場が，現代についてより多くの，より詳細なことを私に」
（GuIS．64）語ってくれるという。現代について教えてくれたのは没落した歴史を持つこの場所にほ
かならない。
　（7）無理解というテーマ
　バッハマンには1938年12才の時にヒトラー軍がクラーゲンフルトに進駐するといっファシズムの
体験があり，それは生まれて初めての死の恐怖（GuIS．111）だった。戦争という問題は彼女にとって
最大の強迫観念であり，創作の源泉として体験した不安や恐怖がある。バッハマンはファシズムと
はまず男女間の関係に始まり（GulS．144），この社会には犯罪の芽が植え付けられており，日常的に
殺し合いが行なわれ，この殺人がどこに始まるのか誰も問わないが，戦争もこの隠された犯罪が最
後に行き着くところだという。『マリーナsでは「きみが戦争なのだ」（3，S．185）とマリーナが，「こ
の都会のなかでは情報による殺伐たる殺し合いがつづけられて」（3，S．34）いるとくわたくし〉が語
る。人は平和の真っ只中で殺され，本当の戦争とは「平和という戦争の爆発的現象」（GuIS．70）だと
バッハマンは定義する。
『湖への三本の道』においても戦争は大きなモチーフであり，それはエリーザベトとトロッタの戦争
でもある。新進報道カメラマンのエリーザベトにとって初めてのチャンスがアルジェ戦争の取材で
あった。トロッタはアルジェ行きに反対する。彼女が「人間はいつか理性に立ち戻らなければなら
ない。そのために私はそれがどんなに僅かなことであっても，やるつもり」（S．419）だと主張するの
に対して，トロッタはそれが彼女の思い違いなのだと「他の人々が苦しんでいるのを人に見せるこ
とは，不当な要求であり，品性に欠ける，低劣な行為だ」（S．419），例えば拷問されている人間を何
十万の人々が見る必要がどこにあるのか，そして理性がこれ迄戦争を止めたことがあるのかと反駁
する。エリーザベトは戦争という事実を写真に撮ることの重要さ，報道カメラマンとして「危険に
曝された人々や国境をどう越えるかを撮る」（S．418）ことに固執し，彼に「あなたはこの時代に活き
ていない。私はこの時代という道に迷い，そこに活きていない人と暮らしたり，話したり出来ない」
（S．420）という言葉を投げつけ，二人はアルジェ戦争が終わる前に喧嘩別れする。二人の論点は報道
のモラルと報道する者の使命にあると言い換えることが出来る。だがどこまでも二人の論点は噛み
合わない。後にエリーザベトは新聞に掲載されたベトナム戦争の拷問写真に抗議したアメリーのエ
ッセーを読み「トロッタが考えていたことを理解した。なぜならその記事にはジャーナリストの誰
もが表現出来ないことを当の犠牲者が表現したのだから」（S．421）という。当事者が記憶を巧まず，
一238一
生きた言葉に変えることは，時には記録や物語を圧倒するものがあることは確かである。しかしこ
こでのアメリーの主旨は，無意識の正義という報道の暴力であり，報道する側の良心の問題にある。
これはトロッタのいわんとする報道のモラルや人間の尊厳と同じレベルにある。ベトナム戦争はメ
ディアの発達によって，テレビや写真などで長期間に亘って詳しく報道された初めての戦争であり，
世界中の人々の目前に残酷な写真がこれでもかという程突き付けられた。アメリーの指摘する写真
は1965年のピュリツァー賞を受賞した，サイゴン政府軍によって水責めの拷問を受けるゲリラの有
名な写真だと推測できる。それは当時世界中で絶賛された。しかしアメリーは「拷問された者は二
度とふたたびこの世にはなじめない」2°》と述べ，崩れた世界への信頼を取り戻すことは永遠にないの
だと，犠牲者となった者に対しては他人の理解が決して及ばないと結ぷ。
　エリーザベトは結局アルジェ戦争の報道で捏造記事を書いてしまう。それはトロッタの非難した
報道という正義を振りかざした人間の愚かな思い上り（S．417）のなせる業である。バッハマンがエ
リーザベトの発言よりむしろトロッタの意見に加担しているのは明らかである。彼女の言葉を引用
すれば「大きな行為が大きな犯罪となる芽は些細な行為にある」（GuIS．116）のであり，又人間はい
ずれの点においても，お互い話が合わないのだと，公明正大「Offenheit」などと呼ばれる見せ掛け
の理解など誤解でしかないと。トロッタが彼女の仕事を否定する行為は，エリーザベトの生活の基
盤を奪う（S．417）ことに繋がり，彼女の言葉は彼を自殺へと追い込む原因となって，お互いを殺し合
う結果を生じ，二人の間には最後まで理解は生まれない。お互いの無理解とは男女間に留まらず，
一般的な意味で奈落の当事者と非当事者，或いは支配者と非支配者と言い換えることが可能であり，
バッハマン自身入間間の無理解がこの物語の中心テーマだと語る（GuIS．122）。その絶望的な状況を
救えるのは何か，「男たちと女たちが距離を取ること」（S．450）人間性とは距離を置くことができる
ことだとエリーザベトは語る。しかし距離を抱いたまま人と関わることは，無理解を解消するわけ
ではむろんなく，むしろ希薄な人間関係と内心では愛憎の相克に行き着く。この答にはバッハマン
個人の対人関係の不器用さと苦悩が表れている。その後彼女はトロッタがウィーンで自殺したこと
を知らされる。彼の死はエリーザベトのいう，現在と関わりを持たない，つまり過去を克服できな
かった点にもあるが，しかしトロッタが世の中を諦めた原因は，周りの世界から，恋人からさえ理
解されなかったことにある。現実世界との遊離の結果というより世の中から疎外され，否定された
時に，自分を外部から守りきれない敗北感から孤立感を深め，加えて経済的にもトロッタには死の
選択という道しか残されていなかったのである。彼の死は当然「Wohin～」へのバッハマンの答でも
ある。それに対置するエリーザベトの最後の台詞「私に何か起こるかも知れない，でもきっと何も
起こらないだろう」（S．486）は両義的に解釈できる。ポジティブに言えば，危険を伴う戦地での取材
では何事も起こらない。或いはネガテオブに，彼女の人生では「本当の事は決して起こらないか，
もう遅すぎた」（S．478）なのか。いや私に何が起きようとも，私は傷つかないという，挫折を経験し
た女性の自立への強い意志ともとれる。「私自身は決して諦めない人間」（GulS．118）だというバッハ
マン自身の言葉は，この意志が彼女自身の生き方の反映であることを証明している。問題は未解決
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のままである。『マリーナ』の〈わたくし〉とトロッタは死を選ぶことによって，エリーザベトは未
来に一歩足を踏み出すことによってこの時代に立ち向ったのである。
　（8）結び
　ロートとバッハマンの創り出した人物の空間と時間の錯綜がこの物語を形づくり，クロイツペル
グルの地形から出発した物語は過去の風景を立ちあげ，再び現在へと戻り，バッハマンはロートに
とって全世界である旧帝国という閉ざされた空間から，視界を第三世界へと転換し，70年代のオー
ストリアの有り様を問う。最後のエリーザベトのサイゴン行きの決心は閉ざされた世界を抜け出そ
うとする意志であり，アルジェ戦争での過ちを繰り返すまいという決意である。しかしこの国の過
去から引き続く今を構成する闇は，一層確実なものになった。時代はいつになく安定している。け
れども今の危うさはトロッタの言葉「平和がやって来たとしても，せいぜい一日か誤解でしかない」
（S．420）が言い当て，無風が孕む心の闇は，主人公が湖へはどの道からも歩いて到達できないことに
も象徴される。観光用の為の建設工事によって遮断されている三本の道は，ヒトラーの戦略的理由
から強行された道路建設による遮断を暗示し，湖はもはや彼らの湖ではない（S．466）。湖の周辺は父
が嘆くように，ドイツ資本への隷属が顕著である。ドイツの侵略は今やはっきりと，』目に見える形
で証明された。ヴェルター湖畔の土地はドイツ人によって農民から買収され，彼らは客としてでは
なく，主人として振る舞い，レストランのメニューにさえこの土地の人には理解不可能な料理が並
ぶ（S．466）。人々はそれを外貨のため，観光のためだと卑屈な態度で応じる。これは観光ではなく，
まさしく占領であり「今彼らはこの国を征服した」（S．467）のだ。父にとっては現在の金で買収され
た国よりまだしも戦時中の占領のほうに救いがあり，最終的なこの国の崩壊は一見平和な今なのだ。
そしてドイツが今オーストリアを完全に破壊したように，ベトナムを今侵略している「悪の帝国」
アメリカも，’やがてベトナムを完全に破壊する時が来ると，バッハマンは警告する。そうしてトロ
ッタの主張通り，人間の理性が戦争を止められない限り，戦争は永遠に繰り返され，出来事の舞台
である「今日の帝国」（GulS．106）が滅びることは，没落を体験した者にははっきり見えるのである。
この物語は言外にベトナム反戦の意を尽くしている。それも声高でなく，しかし痛烈に。
　1968年という年がバッハマンにとっても象徴的だと考えられる根拠には二つの出来事がある。こ
の年は世界各地で学生運動に端を発した新左翼運動が文学と政治の関係にも発展し，文学の政治的
アンガージュマンが問われた時期である。この年エンツェンスベルガーの『時刻表』に載った「今
我々には再び文学への弔鐘が鳴るのが聞こえる」21）で始まる文章は，安直な文学の政治化を批判し，
戦後の文学は様々なモチーフが新しい融合物へと繋がり，文学の機能も多様化したと述べると共に，
文学者に真の政治意識を高めるよう促した。バッハマンはこの紙上で四つの詩を発表し，「非特選食
品」において「私は言葉をなおざりにしたのではなく，私をそうした」22｝と詠み，自分のかつての名
声に対する疑念と不信，自己批判を表明した23）。そして翌年インタビューに答えて，個々に作家がそ
の使命について意見表明をするが，真の問題の在処は会議や議論で明らかにするべきではなく，そ
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れに対する唯一の答えは「仕事，すなわち作品の成否」（GuIS．67）だと語る。これは1920年代の同じ
質問へのロートの答え「作家は生まれてこの方，自分の作品を創るという以外にその使命はない」24）
と一致し，バッハマンは作家としてロートと共通の問題意識と基盤の上に立っていることが分かる。
彼女は作品を通してはっきりと過去の詩作の総括と決別を，同時に二つ目の詩「エニグマ」によっ
て自らの立脚点を示し25），自らの未知の言語への試みを告白した。バッハマンは世界の方向修正とい
う賭けを自分の創作世界の変革への決意から始めたのである。この現実で行動する限り無責任では
ありえない。しかしアンガージュマンとは，決まり文句で魅力ある詩を書くことでも，声明発表で
もなく，自分に対して責任を取ることにある。それは書き続けることによってのみ可能である。そ
して文学は人間が存在する限り死ぬことはない（GulS．134）と彼女は記した。残るひとつの出来事
は，この年にオーストリア国家賞を受けたことである。後年「ウィーンへ戻りたいと突然思うこと
さえある」（GuIS．141）と彼女は心情を吐露したが，この受賞は彼女をより一層祖国に近付けたであ
ろうと思われる。バッハマンにとってこの年は，作品集「30才』という過渡期を経た創作の再出発
であり，同時に祖国への限りない精神的回帰の年といえるのである。
テキスト
①lngeborg　Bachmann　Werke　in　vier・Bdnden，　hrsg．　Christine　Koschel，　Mtinchen，1978を使用e特に第2巻からの
　引用箇所は，本文中の括弧内にそのページ数を表示し，他の巻からの引用には巻数とページ数を表示した。なお「マ
　，J　一ナ』の訳文は神品芳夫・神品友子両氏訳，晶文社，1973年を使用させて頂いた。
②lngeborg　Einchmann，－Wir　mtZssen　wahre　S肋θ伽42η，　hrsg．　Christine　Koschel　und　Inge　von　Weidenbaum，
　M伽chen，1983を使用。引用箇所は，同様に略記（Gul）とページ数を表示した。
③losOph　Roth　Romane　in　vier　Bdnden，　Kδ1n（Kiepenheuer＆Witsch），1994を使用。引用箇所は，「ラデツキー
　行進曲』からは（Rm），「カプチン教会の納骨堂」は（Kg）とそれぞれ略記とページ数を表示した。なお「ラデツキ
　ー行進曲」の訳文は柏原兵三氏訳，筑摩書房，1970年を参考にさせて頂いた。
註
1）ヘルマン・ケステンはバッハマンの死後彼女への鎮魂歌を発表し，その中で「私はn一トのカプチン教会の納骨
　堂に続く，彼女の物語を読まなければならない。彼女は私がそれについてどう思うか知りたがるだろう」（Hermann
　Kesten，　An　Ingeborg　Bachmann，　In：Neue　Rundschau，　Berlin，1975，S．52）と詠んだ。
2）ロートとバッハマンの人物の相関関係については設定に相違がある。プランコとマネスはv一トの小説では父フ
　ェルディナントの従兄とその友人であるが，バッハマンは息子オイゲンの従兄とその友人として設定している。
3）トロッター族を主人公にしたロートの小説「ラデツキー行進曲」と「カプチン教会の納骨堂Jをトロッタ小説と
　呼ぶ。しかし二つの作品のトロッタは直系ではなく，「カプチン教会の納骨堂」の主人公フランツ・フェルディナン
　ト・トロッタと「ラデツキー行進曲」のカール・ヨーゼフ・フォン・トロッタの祖父同士が兄弟なのである。
4）Almut　Dippel：Osterreich－Das駕etu，as，　das　immerω麟θ㎎6配プ灘7　mich，　ROhrig，1995，　S．38
5）『ラデツキー行進曲」ではu一トはガリチアという地名こそ出していないが，「君主国の北東にあるオーストリア
　とロシアの国境」という表現からも，ここがロートの生まれ故郷ガリチアであることが分かる。ガリチアという言
　葉はハプスブルク帝国とロートの小説世界を引き合いに出すが，同時にバッハマンの小説に登場するガリーシェン
　を連想させる。スペイン北部の町と同じ綴りを持つ，クラーゲンフルト南のこの小さな町は，『マリーナ」と「フラ
　ンツァの症例jに登場する。『マリーナ」では語り手が「わたくし以外は誰も知らない」（3，S．100）と語るその町は
　やはり国境と深い関係がある。ケルンテン東南部は1918年と1945年にオーストリアとユーゴスラヴィアの間で帰属
　がもめ，二回ともオーストリアに決まったという経緯がある。「マリーナ」では幼い頃の疎開先として，作者の体験
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　を暗示させる。「フランツァの症例』でも主人公の故郷であり，病気治療の精神的な場所として，又同時に崩壊への
　通過点という両義的な意味を持つ。Dippelはバッハマンのガリーシェンという地名はロートの文学空間を意識した
　のだと指摘する（Dippe1：a．a．0．，S．43）。
6）Zoran　Konstantinovi6：Joseph　Roth　und　die　Stidslawen，　In：ノbsOph　Roth，　Inteipretatt’on，　Rezeption，　Kritik，
　hrsg．　Michael　Kessler，　TUbingen，1994，　S．181
　彼によると，ジポーリエはスラブ語で（Feld）を意味する（Pol｛e）に（Si）という冠詞が付けられてできたv一トの創造
　上の地名だという。
7）Dippel：a．a．0．，S．47
8）Dippel：a．a．O．，S．45
9）Dippe1：a．a．0．，S．144
10）バッハマンは過去の作家で彼女の気に入った作品があれば，表現を変えたり，利用したりして新しい価値を与え
　ることが，過去の作家との関係だと述べる。
11）Dippe1：a．a．0．，S．23
12）Dippe1：a．a．0．，S．18
　既に1968年10月ラジオで発表された「同時に』では，ナジャと恋人が絶望的な状況から南イタリアへ逃げたのは，
　時間的な見地などからも1968年8月のプラハからだったという。
13）サリドマイドは1954年に西ドイツのグリューネンタール社から発売されたコルテルガンという名で販売された睡
　眠薬で，1961年西ドイツのレンツ博士が神経系の障害を指摘したことから裁判が始まった。日本でも大日本製薬か
　らイソミンという名で発売され，多くの奇形児を生んだ。
14）1968年10月のミュンヘン公演では，思想的に危険な箇所は全て削除された翻訳版で上演された。
15）Klaus　Pauli：ノ’oseph、Roth＜Die　Kmpu2ienergrnft＞u解d＜Der　StUmme　Prophet＞，Frankfurt　am　Mein，1985，
　S．103
16）Dippe！：a．a．0．，S．23
17）Schmidt－Dengler　Wendelin：Wunsch－，Zerr－und　Schreckbilder，In：Literatur　und　Kritik　20，1985，S．374
18）ジャン・アメリーは「それは事実死者の国だ」（Jean　Am6ry：Trotta　kehrt　zurttck，　In：Kein　obieletivesひκ観
　一nur　ec’n　lebendiges　Texte　zum　VVerke　von　Ingeborg　llachmann，　hrsg．von　Christine　Koschel　und　Inge　von
　Weidenbaum，　MUnchen，1989，　S．193）と表現する。
19）Dippe1：a．a．0．，S．141
20）ジャン・アメリー「拷問」（池内紀訳『罪と罰の彼岸』所収）法政大学出版会　1984　76頁
21）Hans　Magnus　Enzensberger：Gemeinpl装tze，　Die　Neueste　Literatur　betreffend，　In：Kursbuch，　Nr．15，hrsg．
　Hans　Magnus　Enzensberger，　Frankfurt　am　Mein，1968，　S．187
　　因みにこの号の本末では，ベトナムからの米兵脱走兵のためのカンパを呼び掛けている。
22）Ingeborg　Bachmann；Keine　Delikatessen，　In：Kursbuch　Nr．ヱ5，　S．91f．
23）Ralf　Schnell：（；eschichte　der　DeutschSprachigen　Literatur　seit　1945，　Stuttgart，1993，　S．415
24）ノbsのぬRoth　VVerkelll　：hrsg．von　Fritz　Hackert，　K61n，1990，　S．559
25）Kurt　Bartsch：1㎏θ∂o響Bachmann，　Stuttgart，1988，　S．129
　　この詩の内容は文学への拒否ではなく，むしろ文学の死を唱える人々への異議が読み取れる。
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〔RestZ’mee〕
Nach　langem　Schweigen　erschien　19711ngeborg　Bachmanns（1926－73）Roman《Malina》
und　im　darauffolgenden　Jahr　der　Erzahlband　《Simultan》，　der　f伽f　Erzahlungen　ent・
halt．　In《Drei　Wege　zum　See》der　letzten　und　1琶ngsten　Erzahlung　des　Bandes　treten
Franz　Joseph　Trotta，Branco　und　Manes　auf，　die　Joseph　Roth　in　seinem　Roman《Die
Kapuzienergruft》（1938）dargestellt　hat．　In　einem　Interview　erklarte　Bachmann，　daB
sie　seinen　Roman　weiterf廿hren　wolle，　dort　wo　Joseph　Roth　ihn　aufgehδrt　hat，　und　daB
bei　ihr　Trottas　Leben，　das　sie　in　dieser　Erztihlung　ausschnittsweise　aufgeschrieben　hat，．
in　den　f廿nfziger　Jahren　weitergehe．　Dabei　knupft　sie　an　den　Trotta－Roman　auf　drei
Ebenen　an，　ntimlich　der　Zeit，　des　Raumes，　und　der　Figurenkonstellation．　Drei　Figuren
spielen　im　Leben　Elisabeths　entscheidende　Rollen．　Am　Ende　von　Roths　Romans　steht
die　Frage：“Wohin　soll　ich，　ich　jetzt，ein↑rottaP”．　Aber　welche　Antwort　ertellt
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Bachmann　in　ihrer　Erzahlung　und　wie　begreift　sie　das　in　Osterreich　vorherrschte
damalige　Zeitbild？
Zuerst　beginnt　Bachmann　ihre　Erztihlung　mlt　einer　Topographie　des　Kreuzberg豆一
gebietes　in　Klagenfurt．　Dann　laBt　sie　Elisabeth　Sipolje，　nacheinander　Trotta，　Branco
und　Manes　aus　Zlotogrod　ins　Gedachtnis　zur廿ckrufen．　Roth　hat　in　seinem　Roman
SiPolje　und　Zlotogrod　als　eine　Peripherie　dargestellt，　die　nicht　nur　ein　Ort　der　Empfind－
1ichkeit，　sondern　auch　des　friedlichen　Zusammenlebens　verschiedener　V61ker　ist．
Dennoch　sind　beide　nach　dem　Ersten　Weltkrieg　erloschen．　Bei　Bachmann　wurden　diese
Pltitze　von　Anfang　an　als　eine“nicht　mehr　existierende　Welt”und　als　Chiffre　f廿r　die
Rothschen　Gestalten　begriffen．　Elisabeth　erinnert　sich　zunachst　an　die　Stadte　Wien，
Paris，　New　York，　in　denen　sie　tatsttchlich　gelebt　hat．　Es　handelt　sich　f廿r　Bachmann　um
den　gegenwartigen　Zustand　und　die　zerst6rte　Welt，　so　wie　sie　es　in　der　Vorbemerkung
zu《Drei　Wege　zum　See》mit“Auflage　1968”mitteilt．　Den　ganzen　Zyklus　betrachtend，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　kann　man　ein　Motiv　erkennen，　namlich　daB　es　1968　auBerhalb　Osterreichs廿berall
Kriege，　Revoltionen，　Attentate　und　Streitigkeiten　gibt，　im　Mittelpunkt　der　Vietnam－
krieg．　Aber　auch　daB　1968　das　entscheidende　Datum　fUr　die　Erzぎhlung　ist，　so　wie　1914
ftir　den　《Radezkymarsch》und　1938　fUr《Die　Kapuzienergruft》．　Um　1968　hat　dieses
Land　eine　ungew6hnliche　Hochkonjunktur，　jedoch　liegt　die　Vermutung　nahe，daB　eine
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　politische　Windstille　in　Osterreich　herrscht　und　es　bereits　aus　dem　historischen　Verlauf
　　　　　　　　　　サauSgetreten　ISt．
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Bachmann　behauptet，　alle　Kriege　wurzelten　in　den　Beziehungen　zwischen　alltaglichen
Menschen　und“es　sollten　die　Frauen　und　Manner　am　besten　Abstand　halten”，　weil　es
nurNichtverstehen　in　dieser　Welt　gibt．　DaB　Trotta　zuletzt　nur　der　Freitod　bleibt，ist
eine　Antwort　auf　die　Frage　nach　Roths　Trotta．　Jetzt　ist“ieser　See　nicht　mehr　der　See，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　ロder　Elisabeth　geh6rte，　jetzt　erobern　die　Deutschen　Osterreich　wirklich。　Und　auch
Amerika　k6nnte　bald　ganz　Vietnam　zerst6ren．　Ihre　Einstellung　gegen　den　Vietnam・
krieg　verbirgt　sich　in　dieser　Erzahlung．　Zwei　Ereignisse　sind　auch　fUr　Bachmann　1968
bedeutend．　Bachmann　hat　vier　Gedichte　im　《Kursbuch》ver6ffenthcht，　in　denen　sie
selbst　die　Verneinung　des　vergangenen　Ruhms　beschreibt　und　eine　neue　dichterische
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ロRichtung　weist．　AuBerdem　hat　sie　den　groBen　Osterreichischen　Staatspreis　f茸r
Literatur　bekommen，　damit　sie　sich　ihrem　Land　nahere，　denn　sie　sagte，　daB　sie
“pl6tzlich…sogar　gem　nach　Wien　zurUckgehe”．
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